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三　

事
物
の
「
化
作
」
と
「
無
名
之
樸
」

道
は
万
物
を
創
生
し
、
万
物
を
育
て
、
そ
し
て
万
物
に
従
い
守
っ
て
い
く
。

か
た
や
万
物
は
、
道
の
養
育
と
監
督
を
得
て
、
自
成
し
、
万
物
そ
の
も
の
と
な

る
。
こ
れ
が
道
と
万
物
の
重
要
な
二
重
構
造
で
あ
る
。
こ
の
二
重
構
造
の
関
係

が
体
現
さ
れ
た
も
の
が
、
道
と
万
物
の
創
造
的
で
、
建
設
的
な
関
係
な
の
で
あ

る
。
そ
し
て
老
子
の
道
と
物
に
は
さ
ら
に
も
う
一
重
が
あ
り
、
つ
ま
り
三
重
構

造
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
道
が
物
の
異
化
に
対
し
て
行
っ
た
修
復

と
修
正
の
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
は
老
子
の
世
界
観
全
体
の
一
部
分
で
あ
る
が
、

こ
の
一
部
分
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
十
分
に
注
意
を
払
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
想
に
お
い
て
は
、
自
然
と
は
、
自
身
の
目
的

と
本
性
の
変
化
、
そ
し
て
成
長
の
過
程
に
適
合
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
自
然
自
体
が
一
筋
の
正
確
な
道
理
に
沿
っ
て
前
進
し
、
最
終
的
に
自
己
を

実
現
さ
せ
る
と
述
べ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
老
子
に
と
っ
て
、
万
物
も
ま
た

こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
に
ち
が
い
な
か
っ
た
。
偉
大
な
道
が
万
物
を
創
造
し
、

万
物
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
徳
」
を
与
え
る
。
道
は
一
方
に
お
い
て
万
物
を

扶
養
し
て
助
け
、
ま
た
一
方
で
は
、
万
物
の
た
め
に
非
常
に
ゆ
と
り
の
あ
る
空

間
を
創
造
し
、
万
物
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
選
択
し
、
自
身
で
変
化
し
、
自
我
を

成
就
さ
せ
て
い
く
よ
う
に
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
は
、
万
物
は
い
つ
も
こ

の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
道
も
万
物
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
か
を
保
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
万
物
が
自
化
し
自
我
を
実
現
さ
せ
て
い

く
な
か
で
は
、
道
が
万
物
に
与
え
た
「
徳
」（
本
性
）
と
か
け
離
れ
て
い
く
現

象
が
出
て
く
る
。
自
己
を
見
失
い
、
異
化
し
、
ひ
い
て
は
堕
落
し
て
い
く
現
象

が
起
こ
る
の
で
あ
る⑴
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
、
老
子
で
は
明
確
な
回
答
が
得
ら
れ

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
プ
ラ
ト
ン
か
ら
明
確
な
答
え
が
得
ら
れ
な
い
の

と
同
じ
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
は
、
理
念
の
完
全
性
と
現
実
事
物
の
不
完
全
性
と

い
う
二
元
論
を
設
定
し
た
。
老
子
に
は
こ
の
よ
う
な
二
元
論
は
存
在
し
な
い
が
、

し
か
し
老
子
の
世
界
観
は
、
私
た
ち
に
事
物
の
異
常
や
異
化
の
様
相
を
呈
示
し
、

ま
た
そ
う
し
た
様
相
は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

事
物
が
正
し
い
方
向
か
ら
か
け
離
れ
、
誤
っ
て
岐
路
に
迷
い
込
み
、
自
我
亡

失
に
な
る
。
こ
れ
は
、
老
子
に
よ
れ
ば
、
事
物
の
欠
陥
で
あ
り
、
不
健
全
な
状

態
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
本
論
の
前
篇
で
述
べ
た
が
、
事
物
の
「
自
然
」
や

「
自
化
」
と
い
う
の
は
、
老
子
が
想
定
し
た
、
最
も
よ
い
存
在
の
あ
り
か
た
で

あ
り
、
活
動
の
過
程
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
『
老
子
』
第
三
十
七
章
に
お
い
て
も
、

「
道
」
と
「
万
物
」
の
三
重
関
係

―
老
子
の
世
界
観
に
お
け
る
全
体
構
造
（
後
篇
）

―
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非
常
に
明
確
な
理
論
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
道
常
無
為
而

無
不
為
。
侯
王
若
能
守
之
、
万
物
将
自
化
」。
し
か
し
な
が
ら
ま
た
こ
の
過
程

に
お
い
て
、
事
物
の
異
常
現
象
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
「
化
而
欲
作
、

吾
将
鎮
之
以
無
名
之
樸
。
無
名
之
樸
、
夫
亦
将
無
欲
。
不
欲
以
静
、
天
下
将
自

定
。」
こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
が
、
老
子
の
「
化
而
欲
作
」
で
あ
る
。「
万

物
将
自
化
」
と
は
正
常
な
「
化
」
で
あ
り
、「
欲
作
」
は
事
物
の
異
常
な
「
化
」、

つ
ま
り
事
物
が
異
化
す
る
「
化
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
作
」
の
原
義
は
、
人
が

身
体
を
起
こ
す
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
、
盛
ん
に
お
こ
な
う
、

お
こ
る
等
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
に
は
マ
イ
ナ
ス
的
な
意
味
合
い

は
な
い
。
老
子
が
使
っ
て
い
る
「
作
」
に
も
マ
イ
ナ
ス
的
な
意
味
は
な
い⑵
。
し

か
し
な
が
ら
異
化
の
性
質
を
持
つ
「
作
」、
な
ら
び
に
第
十
六
章
の
「
万
物
並
作
、

吾
以
観
復
」
の
「
作
」（「
並
作
」）
に
は
、
事
物
が
マ
イ
ナ
ス
的
な
活
動
を
お

こ
な
う
こ
と
を
も
示
す
、
負
の
意
味
合
い
が
あ
る
。「
観
復
」
は
、「
化
而
欲
作
」

の
次
の
句
「
吾
将
鎮
之
以
無
名
之
樸
」
の
よ
う
に
、「
並
作
」
に
対
し
て
「
偏

り
を
修
正
す
る
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
万
物
並
作
」
に
続
く

文
が
、「
不
知
常
、
妄
作
凶
」
で
あ
る
。
こ
の
「
妄
作
」
に
拠
る
と
、「
並
作
」

の
「
作
」
も
事
物
が
異
常
な
状
態
で
活
動
し
異
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
こ
と

が
分
か
る
。

老
子
の
万
物
の
概
念
は
す
べ
て
の
事
物
を
指
す
。「
万
物
並
作
」
も
し
く
は

「
妄
作
」
の
立
論
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
物

―
自
然
の
も
の
や
人
々
に
関
わ
る
事

柄
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
老
子
が
取
り
上
げ
て
い

る
様
々
な
具
体
的
な
「
妄
作
」
の
現
象
は
、
主
に
人
間
に
関
わ
る
事
柄
に
つ
い

て
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
老
子
が
人
間
社
会
と
人
間
に
関
わ
る
「
異
常
」
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
老
子
の
判
断
基
準
か
ら
い
え
ば
、

人
間
社
会
や
世
情
に
お
い
て
は
、「
道
」
と
事
物
自
身
の
徳
に
合
わ
な
い
活
動
、

及
び
行
為
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
「
妄
作
」
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
歩

進
め
て
い
え
ば
、
老
子
に
お
い
て
は
、
人
間
社
会
が
道
と
徳
に
合
わ
な
い
「
妄

作
」
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
た
主
に
多
く
の
権
力
と
資
源
を
掌
握
し
て
い
る
統

治
者
の
い
く
つ
か
の
行
為
の
こ
と
を
指
す
。
道
理
か
ら
い
え
ば
、
統
治
者
は
、

道
の
無
為
、
清
静
、
純
朴
、
柔
弱
さ
、
そ
し
て
争
わ
な
い
と
い
う
性
質
に
則
っ

て
政
治
の
実
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
彼
ら

は
い
と
も
簡
単
に
道
に
背
き
、
い
と
も
容
易
に
「
妄
作
」
を
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
結
果
は
、
さ
ら
に
ひ
ど
い
も
の
な
の
で
あ
る
。『
老
子
』
の

書
の
な
か
に
は
、
統
治
者
の
悪
政
に
対
す
る
指
摘
や
訴
え
が
多
く
み
ら
れ
る
。

次
の
二
章
は
特
に
そ
れ
ら
が
も
っ
と
も
徹
底
し
て
、
余
す
こ
と
な
く
描
か
れ
て

い
る
。大

道
甚
夷
、
而
民
好
径
。
朝
甚
除
、
田
甚
蕪
、
倉
甚
虚
。
服
文
綵
、
帯
利

剣
、
厭
飲
食
、
財
貨
有
余
。
是
為
盗
夸
、
非
道
也
哉
。

�

（『
老
子
』
第
五
十
三
章
）

民
之
飢
、
以
其
上
食
税
之
多
、
是
以
飢
。
民
之
難
治
、
以
其
上
之
有
為
、

是
以
難
治
。
民
之
軽
死
、
以
其
求
生
之
厚
、
是
以
軽
死
。
夫
唯
無
以
生
為

者
、
是
賢
於
貴
生
。�

（『
老
子
』
第
七
十
五
章
）

政
治
に
お
け
る
異
化
は
、
老
子
に
人
類
の
文
明
に
対
す
る
非
常
に
暗
澹
と
し

た
、
悲
壮
感
に
満
ち
た
論
調
を
も
た
ら
し
た
。『
老
子
』
第
十
八
章
に
は
、
文

明
の
退
化
と
衰
退
が
描
か
れ
て
い
る
。

大
道
廃
、
有
仁
義
。
智
慧
出
、
有
大
偽
。
六
親
不
和
、
有
孝
慈
。
国
家
昏
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乱
、
有
忠
臣
。

仁
義
や
智
慧
が
あ
り
、
考
を
尽
く
し
慈
愛
深
く
、
忠
臣
で
あ
る
、
と
い
う
の

は
い
ず
れ
も
儒
家
が
強
調
す
る
理
想
と
価
値
で
あ
っ
た
が
、
道
家
は
そ
れ
ら
を

大
道
が
失
わ
れ
、
落
ち
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
結
果
と
見
な
し
て
い
た
。
そ
し
て

そ
れ
は
明
ら
か
に
、
最
高
の
、
最
も
根
本
で
あ
る
「
道
」
と
「
徳
」
の
価
値
が

既
に
儒
家
の
価
値
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
老
子

か
ら
見
れ
ば
、
あ
る
種
の
抑
え
が
た
い
力
に
よ
っ
て
人
類
の
文
明
は
衰
退
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。『
老
子
』
第
三
十
八
章
に
は
、
こ
の
衰
退

の
過
程
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

故
失
道
而
後
徳
、
失
徳
而
後
仁
、
失
仁
而
後
義
、
失
義
而
後
礼
。
夫
礼
者
、

忠
信
之
薄
而
乱
之
首
。
前
識
者
、
道
之
華
而
愚
之
始
。

余
分
な
も
の
を
減
ら
し
て
消
去
し
、
事
物
本
来
の
姿
に
戻
っ
て
い
く
。
老
子

の
概
念
で
述
べ
る
と
、
こ
れ
は
「
反
」
と
「
復
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
老
子

の
「
反
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
多
様
で
、
相
対
立
し
た
解
釈
が

な
さ
れ
て
き
た⑶
。
老
子
思
想
に
は
、
相
反
は
す
る
が
、
し
か
し
ま
た
相
成
り
立

ち
も
す
る
豊
か
な
知
恵
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
老
子
の
「
反
」
の
概
念

は
、
主
に
こ
の
意
味
で
は
な
く
、
そ
れ
は
「
返
回
」（
立
ち
返
る
、
戻
る
こ
と
）

を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
老
子
』
で
は
、「
反
」
の
字
が
全
部
で
四
個
、
確

認
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
、
第
二
十
五
章
の
「
遠
曰
反
」
の
「
反
」、
第
四
十
章

の
「
反
者
道
之
動
」
の
「
反
」、
第
六
十
五
章
の
「
与
物
反
矣
」
の
「
反
」、
そ

し
て
第
七
十
八
章
の
「
正
言
若
反
」
の
「
反
」
で
あ
る
。
こ
の
四
つ
の
「
反
」

の
字
の
う
ち
、
最
後
の
一
つ
は
、
明
ら
か
に
「
相
反
す
る
」、
も
し
く
は
「
反
面
」

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
他
の
三
例
は
い
ず
れ
も
、「
返
」

―
つ
ま
り
は
「
返
回
」（
立
ち
返
る
、
戻
る
）
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
「
相
反
す
る
」
で
も
な
く
、
ま
た
「
循
環
す
る
」
の
で
も
な
い
。
第
二

十
五
章
の
「
大
曰
逝
、
逝
曰
遠
、
遠
曰
反
」
の
こ
の
数
句
は
、
一
般
的
に
は
道

の
活
動
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
一
章
に
あ
る
「
周

行
而
不
殆
」
の
句
と
と
も
に
考
察
す
る
と
、
こ
こ
の
「
反
」
の
字
は
道
の
「
循

環
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
理
解
で
き
る⑷
。
第
四
十
章
の
「
反
者

道
之
動
」
も
第
二
十
五
章
と
合
わ
せ
て
、「
道
」
の
循
環
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ

て
き
た
。
一
見
す
る
と
、
こ
の
よ
う
に
道
の
循
環
運
動
と
解
釈
す
る
に
は
何
ら

問
題
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
循
環
も
確
か
に
往
復
の
動
き
は
あ
る
が
、
し
か

し
な
が
ら
道
は
往
復
し
、
循
環
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
道
は
な
ぜ
往
復
し
、
循

環
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
道
の
「
大
」
は
、
な
ぜ
ま
た
循
環
の
は
じ
ま
り
と
な

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
細
か
く
追
究
し
て
い
く
と
、
道
の
「
反
」
を
道
の
循

環
と
す
る
解
釈
は
、
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
老
子
の
こ
の
三
つ
の
「
反
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
「
返

回
」（
立
ち
返
る
、
戻
る
）
と
解
釈
す
べ
き
だ
と
考
え
る⑸
。「
相
反
す
る
方
向
へ

転
化
し
て
い
く
」
や
「
循
環
す
る
」
と
解
す
べ
き
で
は
な
い⑹
。
ま
ず
、「
周
行

而
不
殆
」
の
「
周
行
」
は
、
必
ず
し
も
「
円
満
な
運
動
」
で
は
な
い
。「
周
」

の
字
は
、
先
秦
の
テ
キ
ス
ト
で
は
主
に
「
遍
」
と
し
て
使
わ
れ
、「
周
行
」
と

は
「
遍
行
」
で
あ
っ
た
。『
老
子
』
第
三
十
四
章
の
「
大
道
汎
兮
、
其
可
左
右
」

と
第
三
十
二
章
の
「
譬
道
之
在
天
下
、
猶
川
谷
之
於
江
海
」
を
合
わ
せ
る
と
、

「
道
」
の
周
行
は
、
そ
の
「
徳
」
が
万
物
に
遍
く
い
き
わ
た
る
こ
と
を
指
し
て

お
り
、
ま
さ
に
蒋
錫
昌
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
道
無
所
不
至⑺
」
で

あ
っ
た
。
老
子
の
「
遠
曰
反
」
の
本
当
の
意
味
は
、
万
物
が
そ
の
本
性
と
か
け

離
れ
て
し
ま
っ
た
ら
万
物
自
身
に
立
ち
返
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
指
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す
。
こ
の
句
の
前
半
部
分
の
「
大
曰
逝
、
逝
曰
遠
」
の
意
味
は
、
道
の
偉
大
さ

こ
そ
が
万
物
の
変
化
を
助
け
、
万
物
の
変
化
は
万
物
自
身
か
ら
遠
く
離
れ
る
こ

と
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
反
者
道
之
動
」
の
「
反
」
も
ま
た
「
返
回
」

（
立
ち
返
る
、
戻
る
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
道
自
身
が
立
ち
返
る
の
で

は
は
く
、
道
が
万
物
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
自
身
に
戻
っ
て
い
く
こ
と
を
促
す
と

い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
道
の
一
つ
の
活
動
の
あ
り
か
た
で
、
そ
れ
は

「
弱
者
道
之
用
」（
万
物
に
対
し
て
柔
弱
な
態
度
で
対
応
す
る
こ
と
が
、
道
の
作

用
の
あ
り
か
た
で
あ
る
）
と
い
う
こ
と
と
、
呼
応
し
て
い
る
。

老
子
の
「
遠
曰
反
」
と
「
反
者
道
之
動
」
を
理
解
す
る
た
め
の
肝
要
な
点
は
、

単
に
「
道
」
に
つ
い
て
論
じ
る
の
で
は
な
く
、「
道
」
と
万
物
の
関
係
を
結
び

付
け
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
異
常
な
状
態
や
異
化
が
現
れ
る
の
は
、

道
で
は
な
く
万
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
返
」
も
た
だ
万
物
が
「
返
っ
て

い
く
」
こ
と
を
い
う
の
で
あ
り
、
道
が
「
返
っ
て
い
く
」
の
で
は
な
い
。
ま
さ

に
万
物
が
立
ち
戻
っ
て
い
く
な
か
で
、
道
は
指
導
者
と
な
り
、
救
助
者
に
な
る

の
で
あ
る
。『
老
子
』
第
六
十
五
章
の
「
与
物
反
矣
」
の
「
反
」
は
、「
返
」
が
、

事
物
が
戻
っ
て
い
く
こ
と
を
述
べ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
は
道
が
万
物

の
回
帰
を
「
賛
助
し
て
い
る
」（「
与
し
て
い
る
」）
こ
と
を
も
述
べ
て
い
る
の

で
あ
る
（
道
が
物
と
と
も
に
戻
っ
て
い
く
と
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
）。
先

行
研
究
の
な
か
で
、
蒋
錫
昌
氏
は
、
こ
の
意
味
か
ら
老
子
の
「
反
」
を
解
釈
し

た
数
少
な
い
一
人
で
あ
る
。
蒋
氏
は
老
子
の
「
反
」
は
「
返
」
で
あ
る
と
考
え

た
。「
返
」
と
は
、
事
物
が
元
の
は
じ
ま
り
に
戻
り
、
事
物
の
本
性
と
は
じ
ま

り
に
戻
る
こ
と
を
指
す
。
た
だ
、
蒋
氏
は
万
物
と
文
明
の
異
化
を
「
道
」
が
変

化
発
展
し
た
結
果
だ
と
見
な
し
た
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
テ
キ
ス
ト
上
に
は

根
拠
が
な
い⑻
。
実
際
に
は
、
老
子
の
思
想
に
お
い
て
は
、「
道
」
は
純
正
な
根

源
な
の
で
あ
る
。
道
は
、
万
物
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
善
根
」（
根
本
）
を

与
え
、
万
物
は
、
自
身
が
自
化
す
る
な
か
で
「
妄
作
」
を
引
き
起
こ
す
の
で
あ

る
（
誤
っ
て
岐
路
に
迷
い
込
む
）。

老
子
の
「
反
」
は
「
返
る
」
こ
と
を
指
し
、
相
反
す
る
、
も
し
く
は
循
環
す

る
、
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
老
子
の
「
復
」
と
い
う
概
念
か
ら
も
そ
の
根
拠

を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。『
老
子
』
で
は
、「
復
」
の
字
は
、
全
部
で
十
五
個
確

認
で
き
る
（「
反
」
よ
り
も
か
な
り
多
い
）。
こ
れ
ら
の
「
復
」
の
字
の
な
か
で
、

第
五
十
八
章
と
第
六
十
四
章
に
見
ら
れ
る
二
つ
の
「
復
」
に
関
し
て
は
、「
返

回
」（
立
ち
返
る
、
戻
る
）、「
復
帰
、
回
帰
」
の
意
味
で
と
る
こ
と
が
で
き
な

い
が⑼
、
そ
の
他
の
も
の
は
、
す
べ
て
「
返
回
」（
立
ち
返
る
、
戻
る
）、「
復
帰
、

回
帰
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
「
復
」
の
原
義
は
、『
説

文
解
字
』
の
解
釈
に
あ
る
「
往
来
」
の
意
味
で
は
な
い
。
そ
の
原
義
は
、「
返
」

と
「
回
」
で
あ
る
（
つ
ま
り
『
易
』「
泰
」
の
「
無
往
不
復
」
の
「
復
」）。
老

子
の
「
復
」
は
、
六
箇
所
で
「
帰
」
と
連
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
挙
げ
る

と
、
第
十
四
章
の
「
縄
縄
不
可
名
、
復
帰
於
無
物
」、
第
十
六
章
の
「
夫
物
芸
芸
、

各
復
帰
其
根
」、
第
二
十
八
章
の
「
常
徳
不
離
、
復
帰
於
嬰
児
」、「
常
徳
不
弐
、

復
帰
於
無
極
」
及
び
、「
常
徳
及
足
、
復
帰
於
樸
」、
第
五
十
二
章
の
「
用
其
光
、

復
帰
其
明
」
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
「
復
」
の
字
と
「
帰
」
の
字
の
連
用
か
ら
見

る
と
、「
復
」
は
「
帰
」
で
あ
り
、
ま
た
「
返
」
で
も
あ
る
。
そ
の
他
の
「
復
」

の
字
は
、
第
十
六
章
（「
万
物
並
作
、
吾
以
観
復
」、「
帰
根
曰
静
、
是
謂
復
命
」）、

第
十
九
章
（「
民
復
孝
慈
」）、
第
八
十
章
（「
復
結
縄
而
用
之
」）
に
見
ら
れ
る
。

全
体
的
に
、『
老
子
』
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
の
一
連
の
「
復
」
の
字
、
そ
し
て

「
帰
」
の
字
は
、
い
ず
れ
も
「
反
」
と
同
じ
で
あ
り
、
主
に
、
万
物
と
人
が
「
道
」

等
に
立
ち
返
り
、
復
帰
、
回
帰
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
事
物
が
異
常
な
状
態
に
な
っ
て
異
化
す
る
の
は
、
自

身
の
問
題
か
ら
い
え
ば
、
事
物
が
自
身
の
徳
か
ら
遠
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
の
で



― ―63

あ
り
、
事
物
の
根
源
の
問
題
か
ら
言
え
ば
、
事
物
が
「
大
道
」
か
ら
離
れ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
老
子
の
「
復
」
と
「
帰
」
は
、
事

物
が
自
身
本
来
の
状
態
に
戻
っ
て
い
き
、
事
物
自
身
が
本
来
持
っ
て
い
る
「
徳
」

へ
戻
っ
て
い
っ
た
と
言
え
る
し
、
事
物
が
道
の
根
源
、
及
び
道
の
基
準
に
復
帰
、

回
帰
す
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

夫
物
芸
芸
、
各
復
帰
其
根
。
帰
根
曰
静
、
是
謂
復
命
。
復
命
曰
常
、
知
常

曰
明
。
不
知
常
、
妄
作
凶
。
知
常
容
、
容
乃
公
、
公
乃
王
、
王
乃
天
、
天

乃
道
、
道
乃
久
、
没
身
不
殆
。�

（『
老
子
』
第
十
六
章
）

知
其
雄
、
守
其
雌
、
為
天
下
溪
。
為
天
下
溪
、
常
徳
不
離
、
復
帰
於
嬰
児
。

知
其
白
、
守
其
黒
、
為
天
下
式
。
為
天
下
式
、
常
徳
不
忒
、
復
帰
於
無
極
。

知
其
栄
、
守
其
辱
、
為
天
下
谷
。
為
天
下
谷
、
常
徳
乃
足
、
復
帰
於
樸
。

樸
散
則
為
器
、
聖
人
用
之
、
則
為
官
長
。
故
大
制
不
割
。

�

（『
老
子
』
第
二
十
八
章
）

こ
の
二
つ
の
章
に
見
ら
れ
る
「
帰
根
」、「
復
命
」、「
復
帰
於
嬰
児
」、「
復
帰

於
無
極
」、「
復
帰
於
樸
」
等
、
さ
ら
に
上
述
し
た
「
復
」
と
「
帰
」
の
例
は
、

明
ら
か
に
、
い
ず
れ
も
事
物
が
根
源
的
な
道
へ
と
回
帰
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ

て
い
る⑽
。
自
身
の
本
来
の
姿
に
回
帰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
老
子
』
第
三
十

七
章
に
は
、「
化
而
欲
作
、
吾
将
鎮
之
以
無
名
之
樸
。
無
名
之
樸
、
夫
亦
将
無
欲
。

不
欲
以
静
、
天
下
将
自
定
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
老
子
は
必
ず
し
も
事
物

が
変
化
し
、
分
化
（「
自
化
」）
し
て
い
く
の
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
大
樸
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
器
に
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る

（「
樸
散
為
器
、
聖
人
用
為
官
長
」）。
た
だ
し
、『
老
子
』
第
三
十
二
章
の
表
現

に
従
え
ば
、
分
化
し
活
用
す
る
に
は
限
度
が
必
要
で
あ
り
、
も
し
そ
の
分
化
と

活
用
の
限
度
を
越
え
た
ら
、「
大
樸
」
は
異
化
の
症
状
を
起
こ
す
こ
と
に
な
り

（「
始
制
有
名
、
名
亦
既
有
、
夫
亦
将
知
止
、
知
止
所
以
不
殆
」）、「
妄
作
」
を

起
こ
す
こ
と
に
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

老
子
の
「
復
帰
」
は
、
明
ら
か
に
老
子
の
「
反
」
が
主
に
自
身
に
立
ち
返
っ

て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
し
、
老
子
の
世
界
観
が
、
事
物
の
零
落
と
救
出
と

い
う
重
要
な
側
面
を
包
括
し
て
い
る
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
老
子
の
考
え
で

は
、
零
落
は
、
余
り
あ
る
も
の
が
「
絶
え
間
な
く
生
ま
れ
て
い
る
」
こ
と
を
指

し
、
救
出
と
は
余
り
あ
る
も
の
を
減
ら
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、「
復
」

と
「
帰
」
も
減
少
し
て
い
く
過
程
を
指
し
、
そ
れ
は
『
老
子
』
第
二
十
九
章
で

述
べ
ら
れ
て
い
る
「
去
甚
、
去
奢
、
去
泰
」
で
あ
り
、
第
三
十
八
章
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
「
是
以
大
丈
夫
処
其
厚
不
居
其
薄
、
処
其
実
不
居
其
華
」
も
ま
た
、

次
の
第
三
章
に
い
う
、
取
り
去
り
、
遠
ざ
け
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ

た
。

不
尚
賢
、
使
民
不
争
。
不
貴
難
得
之
貨
、
使
民
不
為
盗
。
不
見
可
欲
、
使

民
心
不
乱
。
是
以
聖
人
之
治
、
虚
其
心
、
実
其
腹
、
弱
其
志
、
強
其
骨
。

常
使
民
無
知
無
欲
、
使
夫
智
者
不
敢
為
也
。
為
無
為
、
則
無
不
治
。

さ
ら
に
第
十
九
章
で
は
、
革
命
性
と
過
激
性
を
帯
び
た
、
挑
発
的
な
意
味
合

い
が
示
さ
れ
て
い
る
。

絶
聖
棄
智
、
民
利
百
倍
。
絶
仁
棄
義
、
民
復
孝
慈
。
絶
巧
棄
利
、
盗
賊
無

有
。
此
三
者
、
以
為
文
不
足
、
故
令
有
所
属
。
見
素
抱
樸
、
少
私
寡
欲
。
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老
子
の
道
は
、
純
朴
こ
そ
を
そ
の
特
徴
と
し
て
い
る
。
道
が
根
本
に
戻
る
こ

と
は
、
本
来
の
純
朴
な
真
の
姿
に
戻
る
こ
と
で
あ
る
。
一
種
の
社
会
的
な
理
想

と
し
て
、
そ
れ
は
老
子
が
編
み
出
し
た
「
小
国
寡
民
」
の
社
会
で
あ
っ
た
。
老

子
の
描
写
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
理
想
的
な
社
会
で
は
、
器
物
は
あ
ま
り
使

用
さ
れ
ず
、
戦
争
や
衝
突
も
な
く
、
人
々
は
非
常
に
幸
せ
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る

―
「
安
其
居
、
楽
其
俗
、
甘
其
食
、
美
其
服
」。
老
子
の
こ
の
よ

う
な
構
想
は
、
荘
子
が
美
し
い
社
会
を
想
像
す
る
際
に
影
響
を
与
え
た
。

子
独
不
知
至
徳
之
世
乎
。
昔
者
容
成
氏
、
大
庭
氏
、
伯
皇
氏
、
中
央
氏
、

栗
陸
氏
、
驪
畜
氏
、
軒
轅
氏
、
赫
胥
氏
、
尊
盧
氏
、
祝
融
氏
、
伏
犠
氏
、

神
農
氏
、
当
是
時
也
、
民
結
縄
而
用
之
。
甘
其
食
、
美
其
服
、
楽
其
俗
、

安
其
居
、
隣
国
相
望
、
鶏
狗
之
音
相
聞
、
民
至
老
死
而
不
相
往
来
。
若
此

之
時
、
則
至
治
已
。�
（『
荘
子
』「
胠
篋
」
篇
）

荘
子
は
さ
ら
に
原
始
的
な
「
至
徳
之
世
」
の
状
態
を
次
の
よ
う
に
想
像
し
た
。

彼
民
有
常
性
、
織
而
衣
、
耕
而
食
、
是
謂
同
徳
。
一
而
不
党
、
命
曰
天
放
。

故
至
徳
之
世
、
其
行
填
填
、
其
視
顛
顛
。
当
是
時
也
、
山
無
蹊
隧
、
沢
無

舟
梁
。
万
物
群
生
、
連
属
其
郷
。
禽
獣
成
群
、
草
木
遂
長
。
是
故
禽
獣
可

係
羈
而
遊
、
鳥
鵲
之
巣
可
攀
援
而
窺
。
夫
至
徳
之
世
、
同
与
禽
獣
居
、
族

与
万
物
並
。
悪
乎
知
君
子
小
人
哉
。
同
乎
無
知
、
其
徳
不
離
。
同
乎
無
欲
、

是
謂
素
樸
。
素
樸
而
民
性
得
矣
。�

（『
荘
子
』「
馬
蹄
」
篇
）

老
子
に
お
い
て
は
、
道
は
世
界
の
根
源
的
な
価
値
で
あ
り
、
原
始
的
な
最
初

の
価
値
で
も
あ
っ
た
。
万
物
が
道
を
保
ち
、
道
に
従
っ
て
い
け
ば
、
世
界
は
最

も
よ
い
状
態
に
あ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
か
ら
離
反
し
、
そ
れ
を
失
っ
て
し
ま

う
と
、
事
物
に
異
化
の
症
状
が
現
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
異
化
を
克
服
す
る
た
め

に
、
人
類
は
、
道
の
代
わ
り
と
な
る
様
々
な
代
替
物
を
探
す
。
そ
れ
が
か
え
っ

て
ま
た
多
く
の
「
文
明
化
」
さ
れ
た
も
の
を
生
ん
だ
。
文
明
の
弊
害
を
治
す
方

法
は
、
人
間
の
人
体
の
病
を
治
療
す
る
医
術
と
似
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
限
界

と
負
の
働
き
が
あ
り
、
時
に
人
間
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
『
荘
子
』
で

述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
で
あ
る⑾
。
し
か
し
総
じ
て
言
え
ば
、
人
類
に
は
、
や

は
り
医
術
（
つ
ね
に
改
善
し
、
完
全
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
が
必
要

で
あ
り
、
医
術
を
棄
て
て
人
類
の
病
を
治
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
じ
よ
う
な

理
論
で
言
う
と
、
文
明
の
病
も
、
た
だ
文
明
の
発
展
を
通
し
て
し
か
解
決
で
き

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
老
子
に
と
っ
て
、「
文
明
化
」
し
た
も
の
は
、
根
本

的
な
問
題
の
解
決
と
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
代
替
物
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、

問
題
は
解
決
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
多
く
の
問
題
を
起
こ
し
、
人
類

の
文
明
の
衰
退
と
大
敗
は
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
老
子
は

道
に
救
い
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
老
子
が
そ
れ
に
よ
っ
て

ひ
と
た
び
困
難
を
乗
り
越
え
れ
ば
、
長
ら
く
の
安
逸
を
得
ら
れ
る
方
法
だ
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。
老
子
の
考
え
で
は
、
事
物
が
自
我
を
失
っ
て
し
ま
う
の
は
、

主
に
自
分
自
身
に
、
多
く
の
余
り
あ
る
も
の
が
増
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。『
老

子
』
第
二
十
四
章
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
其
在
道
也
、
曰

余
食
贅
行
。
物
或
悪
之
、
故
有
道
者
不
処
。」
文
明
の
病
を
治
す
方
法
と
し
て
、

何
か
を
加
え
る
方
法
を
と
る
べ
き
で
は
な
く
、
た
だ
何
か
を
減
ら
す
方
法
を
と

る
し
か
な
い
。
大
量
の
余
り
あ
る
、
不
必
要
な
も
の
を
減
ら
す
の
で
あ
る
（「
為

道
日
損
」）。
道
に
救
い
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
代
替
物
を
放
棄

し
、
排
除
し
て
、
道
と
徳
の
根
源
に
立
ち
戻
り
、
万
物
の
原
初
の
状
態
に
戻
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
病
的
な
文
明
を
治
す
根
本
的
な
方
法
と
解
決
策
な
の
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で
あ
る
。
科
学
に
お
け
る
還
元
主
義
で
は
、
還
元
を
通
し
て
事
物
の
本
質
と
本

性
を
探
究
す
る
。
老
子
は
、
還
元
を
通
し
て
事
物
を
そ
れ
本
来
の
状
態
に
立
ち

返
ら
せ
、
復
帰
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

厳
密
に
言
え
ば
、
歴
史
は
昔
に
戻
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
こ
れ
ま
で

経
て
き
た
歴
史
過
程
を
す
べ
て
消
し
去
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
歴
史
の
ど
こ
か

が
退
化
す
れ
ば
、
ま
た
そ
こ
を
改
善
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
物
が
自
身
に
立
ち

返
る
の
で
も
よ
し
、
自
身
に
回
帰
す
る
の
で
も
よ
し
、
た
だ
事
物
は
新
し
い
時

の
流
れ
る
な
か
で
さ
ら
に
レ
ベ
ル
の
高
い
自
己
を
築
く
こ
と
し
か
で
き
な
い
の

で
あ
り
、
簡
単
に
過
去
の
自
己
を
繰
り
返
す
こ
と
で
は
な
い
。
同
様
に
、
老
子

に
お
け
る
事
物
が
も
と
に
立
ち
返
る
と
い
う
世
界
観
は
、
一
見
、
事
物
が
自
身

の
も
と
へ
帰
り
、
最
終
的
に
事
物
の
過
去
へ
戻
っ
て
い
く
こ
と
を
述
べ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
が
、
実
際
に
は
、
事
物
が
自
身
を
改
善
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
自

身
の
未
来
に
む
け
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
⑴　

誘
惑
に
よ
る
堕
落
に
関
し
て
は
、
外
在
的
な
要
因
が
強
調
さ
れ
る
。
人
が
な
ぜ
過

ち
を
犯
す
か
の
理
由
は
多
い
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
明
智
と
理
知
を
失
い
、
価
値
観

を
見
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

⑵　

例
え
ば
、「
万
物
作
而
弗
始
、
生
而
弗
有
」（
第
二
章
）、「
未
知
牝
牡
之
合
而
□
作
」

（
第
五
十
五
章
）、「
天
下
難
事
、
必
作
於
易
、
天
下
大
事
、
必
作
於
細
」（
第
六
十
三

章
）
等
に
お
い
て
は
、「
作
」
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
合
い
は
な
い
。

⑶　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
盧
育
三
『
老
子
釈
義
』（
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、

一
八
八
頁
～
一
八
九
頁
）
を
参
照
。

⑷　

王
叔
岷
『
先
秦
道
法
思
想
講
稿
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
、
三
六
頁
～
三
八
頁
）

を
参
照
。

⑸　

蒋
錫
昌
は
「
反
」
の
老
子
の
哲
学
・
思
想
全
体
に
お
け
る
重
要
性
を
認
識
し
て
い

る
。
全
体
か
ら
み
て
の
「
反
」
の
意
味
を
と
ら
え
、
そ
の
重
要
性
を
幾
度
と
な
く
提

起
し
て
い
る
。『
老
子
校
詁
』（
成
都
古
籍
書
店
、
一
九
八
八
年
、
二
六
四
頁
～
二
六

八
頁
）
を
参
照
。

⑹　

こ
れ
に
関
し
て
は
、
陳
鼓
応
『
老
子
今
注
今
訳
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
三
年
、

一
七
〇
頁
～
一
七
一
頁
、
二
二
六
頁
）、
盧
育
三
『
老
子
釈
義
』（
天
津
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
五
年
、
一
二
八
頁
、
一
八
八
頁
～
一
八
九
頁
）、
李
存
山
『
老
子
』（
中
州
古

籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
八
〇
頁
、
九
九
頁
）、
池
田
知
久
『
老
子
』（
東
方
書
店
、

二
〇
〇
六
年
、
二
〇
頁
、
二
七
六
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑺　

蒋
錫
昌
『
老
子
校
詁
』（
成
都
古
籍
書
店
、
一
九
八
八
年
、
二
六
五
頁
～
二
六
八
頁
）

を
参
照
。

⑻　

蒋
錫
昌
『
老
子
校
詁
』（
一
七
〇
頁
、
二
六
六
頁
）
を
参
照
。

⑼　

第
五
十
八
章
の
「
正
復
為
奇
、
善
復
為
妖
」
の
「
復
」
は
、「
正
奇
」
及
び
「
善
妖
」

の
間
を
転
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
第
六
十
四
章
の
「
復
衆
人
之
所
過
」

の
「
復
」
に
関
し
て
は
、
多
く
は
「
矯
正
す
る
」
と
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
根
拠
の

一
つ
と
し
て
、『
荘
子
』「
徳
充
符
」
篇
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
猶
務
学
以
復
補
前
行

之
悪
」
の
「
復
補
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
の
「
復
補
」
の
「
復
」

は
「
償
う
」
と
解
釈
す
べ
き
で
、
例
え
ば
、『
礼
記
』「
曽
子
問
」
の
「
除
喪
則
不
復

昏
礼
乎
」
の
「
復
」（
鄭
玄
の
注
で
は
「
償
」
に
な
っ
て
い
る
）
は
、
矯
正
の
意
味

と
は
無
関
係
で
あ
る
。「
復
衆
人
之
所
過
」
の
「
復
」
は
「
寛
大
に
許
す
」
と
解
す

べ
き
で
、
例
え
ば
『
呂
氏
春
秋
』「
当
賞
」
の
「
故
復
右
主
然
之
罪
」
も
そ
の
例
に

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑽　

復
帰
は
「
守
母
」
の
こ
と
で
も
あ
る
。『
老
子
』
第
五
十
二
章
に
い
う
「
天
下
有
始
、

以
為
天
下
母
。
既
得
其
母
、
以
知
其
子
、
既
知
其
子
、
復
守
其
母
、
没
身
不
殆
。」

で
あ
る
。

⑾　
『
荘
子
』「
徐
無
鬼
」
篇
に
は
、「
得
之
也
生
、
失
之
也
死
。
得
之
也
死
、
失
之
也
生
。

薬
也
。
其
実
菫
也
、
桔
梗
也
、
鶏
壅
也
、
豕
零
也
、
是
時
成
帝
者
也
、
何
可
勝
言
。」

と
あ
る
。
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【
訂
正
事
項
】

「「
道
」
と
「
万
物
」
の
三
重
関
係

―
老
子
の
世
界
観
に
お
け
る
全
体
構
造
（
前
篇
）

―
」�

（『
国
文
目
白
』
第
五
十
七
号
、
二
〇
一
八
年
二
月
）

五
三
頁
・
六
行
目　

（
誤
）
道
の
想
像
力
→
（
正
）
道
の
創
造
力

六
二
頁
・
注
（
11
）　
（
誤
）
胜
人
者
有
力
、
自
胜
者
強
→
（
正
）
勝
人
者
有
力
、
自
勝

者
強

＊
本
稿
は
、
本
誌
前
号
谷
中
信
一
教
授
退
任
号
に
て
王
中
江
先
生
が
お
寄
せ
下
さ
っ
た

ご
論
考
の
続
編
で
あ
る
。
本
誌
編
集
の
都
合
上
、
ご
論
考
を
二
回
に
分
け
て
連
載
と

い
う
形
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

翻
訳
に
際
し
、
王
先
生
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま

す
。

受　

贈　

雑　

誌
（
五
）

	

斯
道
文
庫
論
集	

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫

上
越
教
育
大
学
国
語
研
究	

上
越
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会

上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要	

上
智
大
学
文
学
部
国
文
学
科

上
智
大
学
国
文
学
論
集	

上
智
大
学
国
文
学
会

昭
和
女
子
大
学
大
学
院
日
本
文
学
紀	

昭
和
女
子
大
学

要叙
説	

奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文

	

化
学
科

神
女
大
国
文	

神
戸
女
子
大
学
国
文
学
会

新
人
文
学	

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

	

『
年
報
新
人
文
学
』
編
集
委
員
会

人
文	

鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
人
文
学
科

人
文
学
報	

首
都
大
学
東
京
人
文
科
学
研
究
科

	

人
文
学
報
編
集
委
員
会

成
蹊
國
文	

成
蹊
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科

成
城
國
文
學	

成
城
国
文
学
会

成
城
國
文
學
論
集	

成
城
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科

清
心
語
文	

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
日
本

	

語
日
本
文
学
会


